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問1 上面の面積が30cm²である円柱状の吸盤を水平な面に置いたとき、その吸盤の上面には100000Pa（10万パスカル）の大気圧が垂直にはたらい
ている。このとき、大気圧によって吸盤の上面が押される力の大きさは何N（ニュートン）か、求めなさい。ただし、1m²は10000cm²であるも
のとする。 （2021年 京都公立入試 類似）

1. 3N 2. 30N 3. 300N 4. 3000N

問2 サンゴやフズリナ、貝などの生物の遺がいが海底に積み重なり、長い年月をかけて押し固められてできた岩石を何というか。その名称を答えな
さい。 （2023年 京都公立入試 類似）

1. 石灰岩 2. チャート 3. 凝灰岩 4. 砂岩

問3 地震が発生した際に、最初に伝わる小さな揺れを引き起こす波をP波、その後に伝わる大きな揺れを引き起こす波をS波と呼びます。これらの波
の速さの関係について述べたものとして、最も適切なものはどれですか。 （2018年 京都公立入試 類似）

1. P波の方がS波よりも速く伝わる 2. S波の方がP波よりも速く伝わる 3. P波とS波の伝わる速さは全く同じ
である

4. 地震の規模を示すマグニチュード
が大きいほど、P波の速さが速くなる

問4 平安時代の文化の変遷をたどると、国風文化の時代には日本の風土や生活に合った洗練された文化が生まれたことがわかります。この時期にお
ける「かな文字」の普及がもたらした歴史的背景や影響について述べた文として、最も適切なものはどれか。 （2016年 京都公立入試 類似）

1. 遣唐使の廃止後、日本人の心情を
細やかに表現することが可能になり
、女性による物語や和歌などの文学
が発展した。

2. 武士が政治の実権を握ったことで
、力強い文化が生まれ、かな文字を
用いて戦いの記録を記す軍記物語が
流行した。

3. 大陸との交流が途絶えたため、仏
教の影響が弱まり、寺院で使われて
いた漢字に代わってかな文字が公文
書の主流となった。

4. 貴族の間で中国の文化をそのまま
模倣することが流行し、かな文字を
使って漢詩を詠むことが最も重要な
教養とされた。

問5 銅の粉末とマグネシウムの粉末の混合物が7.0gあります。この混合物を、空気が十分にある状態で完全に酸化させたところ、生成された酸化銅
と酸化マグネシウムの質量の合計は10.0gになりました。最初に含まれていた銅の質量は何gですか。ただし、銅と酸素が反応するときの質量比
は4：1、マグネシウムと酸素が反応するときの質量比は3：2であるものとします。 （2020年 京都公立入試 類似）

1. 4.0g 2. 3.0g 3. 2.0g 4. 5.0g

問6 各国の電源構成において、発電量全体に占める割合がフランスでは原子力が約七割弱と最も多く、日本では火力が約七割弱と最も多くなってい
るという統計があります。このようなフランスと日本の電源構成の特徴を正しく説明しているものはどれですか。 （2025年 京都公立入試 類似）

1. フランスは原子力発電を主力とし
ているが、日本は石炭や天然ガスな
どを用いる火力発電を主力としてい
る。

2. フランスは水力発電が電源の約七
割を占めるが、日本は原子力発電を
最も主要なエネルギー源としている
。

3. フランスは火力発電を主な電源と
しているが、日本はアルプス山脈の
ような地形を活かした水力発電が中
心である。

4. フランスと日本はともに、太陽光
や風力などの再生可能エネルギーが
発電量の七割以上を占めている。

問7 神経を信号が伝わる速さを正確に調べる実験において、ストップウォッチなどで測定した「刺激を受けてから反応するまでの時間」をそのまま
計算に用いることは不適切とされる。その理由として、測定された時間の中に神経を伝わる時間以外のどのような時間が含まれているためか。
（2023年 京都公立入試 類似）

1. 脳が刺激に対して判断を下し命令
を出す時間

2. 血液が全身を循環して酸素を運ぶ
時間

3. 毛細血管から細胞へ養分が取り込
まれる時間

4. せきずいから脳へ意識がのぼるの
を止める時間

問8 ヒトの腕、クジラの胸びれ、コウモリの翼は、外見や主なはたらきは大きく異なりますが、内部の骨格を調べると基本的なつくりが非常に似て
いることがわかります。この事実は、生物の進化についてどのようなことを示していますか。 （2021年 京都公立入試 類似）

1. これらの動物は、共通の祖先から
それぞれの環境に適応して進化した
こと。

2. これらの動物は、もともと別の祖
先であったが、似た環境で生活した
ため形が近づいたこと。

3. これらの動物は、骨格が共通して
いるため、現在も全く同じ食べ物を
食べていること。

4. これらの動物は、進化の過程で不
要になった器官が完全になくなって
いること。

問9 日明貿易において、日本が輸出した品目とその背景について述べた文として、正しいものはどれですか。当時の貿易品の流れを整理して考えな
さい。 （2021年 京都公立入試 類似）

1. 日本は火薬の原料となる硫黄や、
鉱物資源である銅、工芸品の刀剣な
どを輸出し、明側の需要に応えた。

2. 日本は大量の銀を輸出することで
、明からキリスト教の教典やガラス
製品などの西欧文化を輸入した。

3. 日本は国内で生産が余っていた綿
織物を輸出し、その対価として明か
ら金や香料を輸入した。

4. 日本は仏教の経典を輸出し、外交
上の優位性を保つために明の皇帝か
ら大量の生糸を無償で受け取った。

問10 鉄粉と硫黄の粉末をよく混ぜ合わせて加熱すると、磁石に引きつけられる性質や塩酸を加えたときの反応が、もとの物質とは異なる硫化鉄に変
化します。このように、2種類以上の物質が結びついて、別の1種類の新しい物質ができる化学変化を何といいますか。 （2024年 京都公立入試 類似）

1. 分解 2. 化合 3. 還元 4. 蒸留

問11 寒冷前線が通過する際に観測される雨の降り方の特徴について、正しい説明を選択してください。 （2020年 京都公立入試 類似）

1. 狭い範囲で、短時間に強い雨が降
る。

2. 広い範囲で、長時間にわたって穏
やかな雨が降る。

3. 広い範囲で、短時間に穏やかな雨
が降る。

4. 狭い範囲で、長時間にわたって強
い雨が降る。

問12 電池の反応が進行しているとき、素焼きの容器にある微細な穴をイオンが通過するのはなぜか。その理由として最も適切なものを選びなさい。
（2022年 京都公立入試 類似）

1. 水溶液中の電気的な偏りをなくし
、回路全体に電流を流れ続けさせる
ため。

2. 両方の水溶液の濃度を同じにし、
化学反応を停止させるため。

3. 金属板から溶け出した陽イオンを
、反対側の電極に直接付着させるた
め。

4. 水溶液の温度上昇を防ぎ、電池の
電圧を一定に保つため。

問13 北極点を中心として、周辺に向かってユーラシア大陸、北アメリカ大陸、アフリカ大陸の一部などが描かれている地図があります。この地図に
おいて、北極点から最も遠い南半球に位置するために、通常は描画範囲に含まれない世界最小の大陸を選びなさい。 （2016年 京都公立入試 類似）

1. オーストラリア大陸 2. ユーラシア大陸 3. 北アメリカ大陸 4. 南アメリカ大陸
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答え合わせ・解説

問1 答え 3

300N

圧力（Pa）は1m²あたりの面を垂直に押す力（N）を表しているため、力の大きさを求めるに
は「圧力 × 面積」の計算が必要である。このとき、面積の単位をcm²からm²へ換算すること
が重要となる。1m²は10000cm²であるため、30cm²をm²に換算すると30 ÷ 10000 ＝
0.003m²となる。したがって、100000Pa × 0.003m² ＝ 300Nの力がはたらくことになる。

問2 答え 1

石灰岩

サンゴ、フズリナ、貝などは炭酸カルシウムを主成分とする殻や骨格を持っており、これらが
海底に堆積して固まることで石灰岩が形成される。火山灰が積もってできた凝灰岩や、岩石の
欠けらが積もってできた砂岩とは成因が異なる。

問3 答え 1

P波の方がS波よりも速く伝わる

P波は「Primary wave（最初の波）」、S波は「Secondary wave（2番目の波）」の略称で
す。同一の地震において、P波はS波よりも速く伝わるという物理的性質があるため、どの観測
地点においても必ずP波が先に到達し、その後にS波が到達します。地震の規模（マグニチュー
ド）によって波の伝わる速さが変わることはありません。

問4 答え 1

遣唐使の廃止後、日本人の心情を細やかに表

現することが可能になり、女性による物語や

和歌などの文学が発展した。

894年の遣唐使廃止を契機に、中国の影響を消化した日本独自の「国風文化」が花開きました
。かな文字が普及したことで、紫式部の『源氏物語』や清少納言の『枕草子』など、貴族の生
活や感情をいきいきと描いた女流文学や和歌が数多く生み出されました。選択肢にある「武士
の文化」や「漢詩の重視」は、時代設定や文化の特徴が一致しません。

問5 答え 1

4.0g

反応によって増加した質量（酸素）は 10.0 - 7.0 = 3.0g です。もとの銅の質量をx
[g]、マグネシウムの質量をy [g] とすると、まず x + y = 7.0 という式が成り立ちます。次
に、結びついた酸素の合計について考えます。銅に結びつく酸素は質量の
1/4倍、マグネシウムに結びつく酸素は質量の 2/3倍であるため、(1/4)x + (2/3)y = 3.0
という式が立てられます。この連立方程式を解くと、x = 4.0、y = 3.0 となり、銅の質量は4
.0gであったことが導き出されます。これは、特定の物質が常に一定の割合で反応するという
定比例の法則を応用した計算です。

問6 答え 1

フランスは原子力発電を主力としているが、

日本は石炭や天然ガスなどを用いる火力発電

を主力としている。

フランスは世界的に見ても原子力発電の割合が非常に高い国であり、統計では約68.3％に達し
ています。一方、日本は火力発電の割合が約68.7％と最も高く、原子力発電は約6.7％、水力
発電は約8.5％にとどまっています。国によって資源の有無や政策方針が異なるため、電源構
成には大きな違いが見られます。

問7 答え 1

脳が刺激に対して判断を下し命令を出す時間

ヒトの反応には、感覚器官が刺激を受け取ってから脳に信号が届き、そこで「反応しろ」とい
う判断を下して命令を出すプロセスが含まれる。神経を伝わる純粋な速さを求めるには、この
脳での判断時間を全体から差し引く必要がある。

問8 答え 1

これらの動物は、共通の祖先からそれぞれの

環境に適応して進化したこと。

ヒト、クジラ、コウモリなどはすべて哺乳類に分類され、共通の祖先から進化してきたと考え
られています。もとは同じ骨格のつくりを持っていましたが、地上での生活、水中での生活、
空を飛ぶ生活といった異なる環境にそれぞれが適応（進化）したため、外見やはたらきが変化
しました。このように相同器官の存在は、異なる種類の生物が同じ祖先から枝分かれして進化
したことを裏付けています。

問9 答え 1

日本は火薬の原料となる硫黄や、鉱物資源で

ある銅、工芸品の刀剣などを輸出し、明側の

需要に応えた。

日本側からの主な輸出品は、硫黄、銅、刀剣などでした。硫黄は中国において火薬の原料とし
て、刀剣は実用的な武器としてだけでなく美術品としても高く評価されていました。銀が日本
の主要な輸出物となるのは石見銀山などの開発が進む16世紀以降であり、日明貿易の全盛期と
は時期が異なります。また、綿織物は後の時代に朝鮮半島などから伝わるもので、この時期の
主要な輸出品ではありません。

問1
0

答え 2

化合

複数の物質が結びついて、それとは性質の異なる全く別の1種類の物質ができる化学変化を化
合といいます。鉄と硫黄から硫化鉄ができる反応はその代表的な例です。これに対し、1種類
の物質が2種類以上の物質に分かれる変化を分解、物質が酸素と結びつく変化を酸化、酸化物
から酸素を取り除く変化を還元と呼びます。

問1
1

答え 1

狭い範囲で、短時間に強い雨が降る。

寒冷前線は前線面の傾きが急であるため、雲（積乱雲）が狭い範囲に垂直に発達します。その
ため、前線通過時には狭い範囲において短時間で強い雨を降らせるという特徴があります。

問1
2

答え 1

水溶液中の電気的な偏りをなくし、回路全体

に電流を流れ続けさせるため。

電極で化学反応が進むと、それぞれの電解質溶液中で陽イオンや陰イオンの数に偏りが生じる
。この電気的な偏りを解消するために、イオンが素焼きの容器を通って互いの溶液側へ移動す
ることで、水溶液全体の電気的なバランスが保たれ、電流が継続して流れる仕組みとなってい
る。

問1
3

答え 1

オーストラリア大陸

北極点を中心に置いた地図では、北半球にある大陸は詳細に描かれますが、南半球の低緯度か
ら高緯度にかけて位置する大陸は周辺部に追いやられるか、範囲外となります。オーストラリ
ア大陸は南半球に孤立して位置しており、六大陸の中で最も面積が小さいため、こうした方位
図法的な説明において、遠方の例としてしばしば挙げられます。


